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以後スライドの SDGs掲載番号について

17の目標のうち 3,4,5,8,9,11,12,13 番の中から、
各サービスで２つまでピックアップ頂いたものです。
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クラウドケア

SDGs該当番号

クラウドケアは「 後まで住み慣れた場所に住み続けられ、

自分らしい生活を送ることができる一人ひとりのウェルビーイング」

に貢献します。

サービス一覧

1時間から様々なケアに関わるサービスを提供しています。2,750円～3,300円(税込/h)で、
24時間365日、ネットで簡単にご依頼が可能です。（※ 短、当日1時間前のご依頼も可能）
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aini

SDGs該当番号

ainiは「4.質の高い教育をみんなに」に貢献します

質の高い教育をみんなに

オンラインという特性を活かし、どこに住んでいても参加でき

るこども向け体験を随時開催しています。

動物園/水族館や博物館で働くプロフェッショナルがこども達

の疑問に答えてくれる双方向性のあるイベントを通じて質の高

い情報に触れる機会を創出しています。夏休みには野球選手や

さかなクンを迎えて特別企画を実施しました。

さらにハイレベルな学びを期待するこども向けに「美ら海サメ

博士教室」を運営中です。
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ココナラ

SDGs該当番号

ココナラは、「不平等・偏見の少ない労働機会を増やす」に貢献します

ビジョン：⼀⼈ひとりが「⾃分のストーリー」を⽣きていく世の中をつくる
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家事代行マッチングサービス「タスカジ」

SDGs該当番号

タスカジは「家事代行の利用や家事がクリエイティブさの発信など、

旧来型の家事意識ににない『あたらしい家事文化をつくる』ことによって、

家庭内の『家事シェア』促進」に貢献します

2021年タスカジ研究所：『家庭内（ジェンダー間）の家事ギャップと家事代行利用の実態調査』
https://corp.taskaji.jp/information/release/2021/12/06/survey5/

男性パートナーから家事代行利用に
反対されている女性は、リーダー職
を目指す割合が低い。

女性のキャリア形成と家事代行は相関関係がある

95%以上が成長意欲に
プラスの変化

（８）個人事業主でも「成長できる」コミュニティで、働きがいのある環境づくり

2020年12月タスカジ研究所
『ジェンダー平等、働きがいにおけるSDGs(５)と(８)の実
態調査』
https://corp.taskaji.jp/information/release/2020/12/25/sdgs-
survey0001/

いまだに家事は
女性に偏りがち

93％が
「有効」

タスカジ版
『コミュニティ循環型サービス運営モデル』

タスカジさん自身が持つ成長意欲をコミュニティで
後押しする自律的・持続的な仕組み。

この仕組みを活用することで、品質の担保やモチベーションの
維持による労働力の創出を行なっている。

ハウスキーパー(タスカジさん)も、
専業主婦(夫)経験が長くても、経
験・スキルを活かしたキャリア
形成が可能。

（５）家事代行は家庭内におけるジェンダーギャップの解決策。女性のキャリア形成にも貢献

タスカジ版『コミュニティ循環型サービス運営モデル』

about:blank
https://corp.taskaji.jp/information/release/2020/12/25/sdgs-survey0001/
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ビザスク

SDGs該当番号

ビザスクは「8.働きがいも経済成長も」に貢献します

個人の活躍機会を増やし
働きがいをUP / 働き方を多様に

知見を企業につなぐことで
新規事業創出・事業成長・DX…

企業の成長に貢献
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駐車場シェアリングサービス「akippa」

SDGs該当番号

akippaは「遊休地を活用し、排出ガスの削減、脱炭素社会」に

貢献します

精算機等の駐車設備は新たに作らず

スマホに置き換え

事前予約でうろつき交通を削減

排気ガスの削減へ

使っていない空きスペースを

シェアして有効活用する仕組み
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ecbo cloak

SDGs該当番号

ecbo cloak、ecbo pickup は「店舗の空きスペースを有効活用し、

持続的で安価な観光・地域インフラの実現」に貢献します

荷物を持った観光客と地域の店舗をマッチング 荷物を預けたついでに買い物も
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nearMe.（ニアミー）

SDGs該当番号

ニアミーは「9.産業と技術革新の基盤を作ろう」と

「11.住み続けられるまちづくりを」に貢献します

通勤・通学・通院・
買い物・旅行の移動に

• シェアするドアツードアで密を避けた移動の実現

• 高齢者や子供の移動負担を軽減して毎日の生活を快適に
• シェアして移動するので環境負担軽減に貢献
• 有事や災害時など緊急事態の混雑分散に活用

人々の移動データを
活用した街づくり

• 利用ユーザーの属性情報や毎日の

動的データを活用し、地域の交通を 適化
• 地域住民の生活スタイルにあわせた
街づくりに貢献

移動のシェアに
より「持続可能
な地域」の実現
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CLAS

SDGs該当番号

CLAS は「ものを捨てない社会づくり」に貢献します

■【今サブスクが熱い！】CLAS創業3周年！ミレニアル世代を中心に、サステナブルな『持たない』家具の利用が急成長 ※2022年4月に 新版配信予定

■【持たない、捨てない時代へ】登録者の多数がサステナブルな“持たない”家具を通した、「ものを捨てない社会づくり」に期待

■CLASとはじめる「ものを捨てない社会づくり」。循環可能な自社プライベートブランド家具の提供をスタート。

■京都市主催の公民連携・課題解決推進事業「KYOTO CITY OPEN LABO」に採択～京都市と連携し、ものの｢所有｣から｢共有｣へ価値観の転換を目指します。～

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000088.000033987.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000089.000033987.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000107.000033987.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000112.000033987.html
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LUUP（ループ）

SDGs該当番号

LUUPは、街じゅうを『駅前化』し、

環境に優しい移動手段の提供を通じて、

誰もがサステナブルに生活できる街を実現します。

電動・小型・一人乗りのモビリティの

シェアリングサービスです。現在、小
型電動アシスト自転車と、電動キック
ボードを提供しています。

※電動キックボードは
安全な走行ルール策定
のための政府の
実証実験に
参加している形

将来的には、ご高齢な方も
乗ることができるユニバーサルな

モビリティを導入し、
誰もが街じゅうどこにでも行き、
暮らすことができるようにします。

誰もが快適に暮らせる
短距離移動インフラLUUPとは？ 移動時のCO2の削減

都内ポートマップ
（約800箇所）

株式会社Luup

LUUPの特徴は圧倒的なポート密度です。
数分歩いたらポートがある密度を実現する
ことで、街のどこにいても、街じゅうに快
適に移動ができる世界を目指しています。

徒歩で移動できる
快適な距離が

街じゅうにLUUPがあることで拡がります

電動キックボード使用時に発生するCO2
排出量は、自動車と比較すると54分の1です。
使用モビリティを適切に電動キックボードに
切り替えることを促進し、CO2削減に
貢献します。

自動車 電動キックボード

54分の1
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スペースマーケット

SDGs該当番号

スペースマーケットは「11. 住み続けられるまちづくりを」と

「12. つくる責任、つかう責任」に貢献します。

・スペースシェアで空き家・空きビルの社会問課題解決に貢献する。

持続可能な消費生産形態を確保する。

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。

・空き家・空きビルなどの非稼働スペースを減らし、
街のコミュニティを活性化する。

・市場環境の変化などによって生まれた遊休スペースの活用を
促進し、「まち」も「ひと」も元気にする。
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国内 大級のフードシェアリングサービス「TABETE」

SDGs該当番号

TABETEは「食品ロス削減を通して、

12番『つくる責任つかう責任』」に貢献します
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アイカサ

SDGs該当番号

アイカサは

「12. つくる責任つかう責任」と「13. 気候変動に具体的な対策を」に

貢献します

「アイカサ」は、“雨の日を快適にハッピーに”と“使い捨て傘をゼロに”をミッションに
2018年12月にサービスを開始した日本初の本格的な傘のシェアリングサービスです。

突発的な雨にもビニール傘をその都度購入せずに、駅や街中で丈夫でサステナブル

なアイカサを借り、雨が止んだ際には 寄りの傘スポットに傘を返却できます。

アイカサを利用することで日本で毎年約8000万本消費される使い捨て傘の削減に

貢献しながら、手ぶらで便利に移動ができるのが特徴です。

（アイカサ1回の利用でCO2約692g削減*1）
*1参照：環境省３R 原単位の算出方法より https://www.env.go.jp/press/files/jp/19747.pdf

https://www.env.go.jp/press/files/jp/19747.pdf%EF%BC%89
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ラクサス

SDGs該当番号

ラクサスは「本当に良いものをみんなでシェアして作りすぎない社会」に

貢献します

世界初ブランドバッグの循環型シェアリングサービス
2018年に確立すでに4年の実績

1. リペア技術・コミュニティの力で
創業以来バッグの廃棄ゼロ

2018年2月
開始

2015年2月
開始

2017年2月
開始

カーボンニュートラル取り組み

2. 全事業用電力をグリーン電力へ転換

3. エシカルボックス
（リユース配送箱）

約85％の
ユーザー賛同

創業以来約10倍のCO2削減量に成長
*お預かりしたバッグの委託販売実績もあり
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airCloset

SDGs該当番号

airCloset(エアークローゼット)は「1着1着のお洋服を無駄に捨てることな

く大切に利用する」に貢献します

「お洋服として活躍できるものはそのままお洋服として 大限活用する」
という考え方をファッション分野におけるサーキュラーエコノミー=
“サーキュラーファッション”のスタンスとして大切にしています。

レンタルによる循環で衣服廃棄ゼロを実現
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000169.000011623.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000169.000011623.html

